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5.考 察

5-1 地層構成

上記調査結果より当該調査地における断面上での地質層序表を以下に示す。

表5-1-1 地質層序表

＜沖積シルト1(ag1)＞

暗灰～黒灰色を示し、表層部の水田耕作土および下位のシルト主体層。腐植

物を若干含む。N=3で「軟らかい」。代表N=3を示す。支持層としては不適。

＜沖積砂礫1(ag1＞

暗灰色を示し、φ=1～5cm程度の礫主体の砂礫層。N=17で「中ぐらい」に属す

る。代表N=17を示す。支持層としては不適。

＜沖積シルト2(am2)＞

暗灰色を示し、シルト、礫混じりシルト、腐植物混じりシルトなどからなる。

N=3で「軟らか 代表N=3を示す。支持層としては不適。い」に属する。

＜腐植土(pt)＞

黒灰～褐灰色を示し、腐植物を主体とする腐植土で土壌分は少ない傾向にあ

る。未分解の植物片も見られる。N=2～3で「軟らかい」に属する。代表N=3を示

す。支持層としては不適。

＜沖積シルト3(am3)＞

暗灰～黒灰～褐灰色を示し、シルト、腐植物混じりシルトなどからなる。全

体にシルトは含水が多く粘性が高い傾向を示す。N=2～4で「軟らかい」に属す

層序表(地質断面図)
時代 地層名 記号 地層の特徴
沖積シルト1 am1 暗灰～黒灰色を示し、表層部の水田耕作土および下位のシルト主体層。腐植物

を若干含む。N=3で「軟らかい」。(代表N=3)
沖積砂礫1 ag1 暗灰色を示し、φ=1～5cm程度の礫主体の砂礫層。N=17で「中ぐらい」に属する。

第 完 (代表N=17)
沖積シルト2 am2 暗灰色を示し、シルト、礫混じりシルト、腐植物混じりシルトなどからなる。N=3で

「軟らかい」に属する。(代表N=3)
新 腐植土 pt 黒灰～褐灰色を示し、腐植物を主体とする腐植土で土壌分は少ない傾向にある。
四 未分解の植物片も見られる。N=2～3で「軟らかい」に属する。(代表N=3)
沖積シルト3 am3 暗灰～黒灰～褐灰色を示し、シルト、腐植物混じりシルトなどからなる。全体に

シルトは含水が多く粘性が高い傾向を示す。N=2～4で「軟らかい」に属する。
世 (代表N=3)
紀 沖積砂礫2 ag2 暗緑灰～褐灰を示し、φ=0.5～3cm亜円～亜角礫主体の砂礫。N=14～15で「中

ぐらい」に属する。(代表N=14)
洪積シルト Dm1 暗灰色を示し、φ=1～3cm円礫含む礫混じりシルト。N=11で「硬い」に属する。
更 (代表N=11)
洪積砂礫1 Dg1 緑灰～褐色を示し、φ=2～7cm円礫主体の砂礫。半固結状を呈する。N=40～
新 50/25で「密な～非常に密な」状態にある。(代表N=46)
洪積砂礫2 Dg2 緑青灰色を示し、φ=3cm以下程度の角礫主体のシルト質砂礫。粘性の高いシル
世 ト分が多い。N=12で「中ぐらい」に属する。(代表N=12)
洪積砂礫3 Dg3 褐色を示し、φ=2～3cm程度の砂岩、玄武岩円礫主体の砂礫層。半固結状を

する。上位はシルト分がやや多い傾向にある。N=50/29～50/23で「非常に密
な」状態に属する。(代表N=50)
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る。代表N=3を示す。支持層としては不適。

＜沖積砂礫2(ag2)＞

暗緑灰～褐灰を示し、φ=0.5～3cm亜円～亜角礫主体の砂礫。N=14～15で「中ぐ

らい」に属する。代表N=14を示す。支持層としては不適。

＜洪積シルト1(Dm1)＞

暗灰色を示し、φ=1～3cm円礫含む礫混じりシルト。N=11で「硬い」に属する。

代表N=11を示す。支持層としては不適。

＜洪積砂礫1(Dg1)＞

緑灰～褐色を示し、φ=2～7cm円礫主体の砂礫。半固結状を呈する。N=40～5

0/25で「密な～非常に密な」状態にある。代表N=46を示す。支持層のN値として

は問題は少ないものの層厚が3.45mであり、支持層としては不適。

＜洪積砂礫2(Dg2)＞

緑青灰色を示し、φ=3cm以下程度の角礫主体のシルト質砂礫。粘性の高いシ

ルト分が多い。N=12で「中ぐらい」に属する。代表N=12を示す。支持層として

は不適。

＜洪積砂礫3(Dg3)＞

褐色を示し、φ=2～3cm程度の砂岩、玄武岩円礫主体の砂礫層。半固結状をする。

GL.-23.60～25.70m付近はシルト分がやや多い傾向示す。N=50/29～50/23で「非

常に密な」状態に属する。代表N=50を示す。N=50以上であり層厚も5m以上ある

ことから支持層としては問題は少ない。

地下水位は、GL.-1.48mにあり、地下水が高い傾向を示す。渇水期での調査で

あり、降水時期には地下水の上昇があるものと考えられる。

以下、当該調査地における地質断面図を示す。
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5-2 地盤定数の設定

地質状況、標準貫入試験などを参考にして各地層における地盤定数を設定す

る。

地盤定数は、一般に土質試験・岩石試験などによって求められるが、試験試

料の採取が困難な地層も多く、現実問題としてすべての地層で適切な試験を行

うことは困難である。したがって、ここでは今回の調査結果および推定図表、

Ｎ値を用いた推定式等により各地盤定数を推定する。以下に推定式および推定

図表を示す。

(1)土質地盤についての推定式・図表

粘性土の粘着力 C=6N～10N(kN/m )2

出典：道路土工 擁壁工指針, 社)日本道路協会,P19, (H11)

砂質土のせん断抵抗角 φ=15+(15*N) ≦45゜(ただしN＞5)1/2

出典：道路土工 擁壁工指針, 社)日本道路協会,P19, (H11)

変形係数 E=700N(kN/m )2

出典：地盤調査法, 社)地盤工学会,P254,(H9)

土質定数一覧表 表5-2-1

出典：設計要領第一集（土工），NEXCO中央研究所，P1-44，(H18)
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表5-2-1 土質定数

種 類 状 態 湿潤 せん断 粘着力 地盤工学会
密度 抵抗角 （kＮ/ｍ） 基準2

(t/ｍ ) （度） ［tf/ｍ］3 2

礫および 締固めたもの 2.0 40 0［0］ ｛Ｇ｝
礫まじり砂

盛 砂 締固めたもの 粒径幅の広いもの 2.0 35 0［0］ ｛Ｓ｝

分級されたもの 1.9 30 0［0］

砂質土 締固めたもの 1.9 25 30［3］以下 ｛ＳＦ｝

土 粘性土 締固めたもの 1.8 15 50［5］以下 ｛Ｍ｝，
｛Ｃ｝

関東ローム 締固めたもの 1.4 20 10［1］以下 ｛Ｖ｝

礫 密実なものまたは粒径幅の広いもの 2.0 40 0［0］ ｛Ｇ｝

密実でないものまたは分級されたもの 1.8 35 0［0］

礫まじり砂 密実なもの 2.1 40 0［0］ ｛Ｇ｝
自

密実でないもの 1.9 35 0［0］

砂 密実なものまたは粒径幅の広いもの 2.0 35 0［0］ ｛Ｓ｝

密実でないものまたは分級されたもの 1.8 30 0［0］
然
砂質土 密実なもの 1.9 30 30［3］以下 ｛ＳＦ｝

密実でないもの 1.7 25 0［0］

粘性土 固いもの（指で強く押し多少へこむ） 1.8 25 50［5］以下 ｛Ｍ｝，
地 ｛Ｃ｝

やや軟らかいもの（指の中程度の力で貫 1.7 20 30［3］以下
入）

軟らかいもの（指が容易に貫入） 1.6 15 15［1.5］以下

盤 粘土およびシ 固いもの（指で強く押し多少へこむ） 1.7 20 50［5］以下 ｛Ｍ｝，
ルト ｛Ｃ｝

やや軟らかいもの（指の中程度の力で貫 1.6 15 30［3］以下
入）

軟らかいもの（指が容易に貫入） 1.4 10 15［1.5］以下

関東ローム 1.4 5(φu) 30［3］以下 ｛Ｖ｝

出典：設計要領第一集（土工），NEXCO中央研究所，P1-44，(H18)
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(2)地盤定数の設定

上記推定式、図表などを考慮して設定した各地層の地盤定数を以下に示す。

表5-2-2 地盤定数一覧表

岩 代表 湿 潤 せん断 粘着力 変 形

地 質 名 級 重 量 摩擦角 係 数
3 2 2

区 Ｎ値 kN/m ﾟ kN/m kN/m

分

沖積シルト1(am1) － 3 14 0 18 2,100

沖積砂礫1(ag1) － 17 18 31 0 11,900

沖積シルト2(am2) － 3 14 0 18 2,100

腐植土(pt) － 2 14 0 12 1,400

沖積シルト3(am3) － 3 14 0 18 2,100

沖積砂礫2(ag2) － 14 18 29 0 9,800

洪積シルト1(Dm1) － 11 17 0 66 7,700

洪積砂礫1(Dg1) － 46 20 41 0 32,200

洪積砂礫2(Dg2) － 12 18 28 0 8,400

洪積砂礫3(Dg3) － 50 20 42 0 35,000
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＜沖積シルト1：am1＞

旧水田の耕作土を含むシルト主体層で腐植物含む。表5-2-1および推定式など

を参考にして地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：3

3・湿潤重量 ：表5-2-1より「軟らかいシルト」として1.4t/m

3→14.0kN/m

・せん断抵抗角：表5-2-1より見込まない。φ=0゜

・粘着力 ：土質推定式よりC=6N=6×3=18kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×3=2,100kN/m

＜沖積砂礫1：ag1＞

深度1.85～2.45m、層厚0.6mで薄く分布する礫質土。表5-2-1および推定式な

どを参考にして地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：N=17

3 3・湿潤重量 ：表5-2-1より「密実でない礫」として1.8t/m →18kN/m

・せん断抵抗角：土質推定式より

φ=(15N)^0.5+15=(15×17)^0.5+15=31.0→31°

・粘着力 ：土質推定式よりC=0kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×17=11,900kN/m

＜沖積シルト2：am2＞

シルト、礫混じりシルト、腐植物混じりシルトを一括した。表5-2-1および推

定式などを参考にして地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：N=3

3・湿潤重量 ：表5-2-1より「軟らかいシルト」として1.4t/m

3→14.0kN/m

・せん断抵抗角：表5-2-1より見込まない。φ=0゜

・粘着力 ：土質推定式よりC=6N=6×3=18kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×3=2,100kN/m

＜腐植土：pt＞

腐植物主体の土層で、土壌分は少ない。表5-2-1および推定式などを参考にし

て地盤定数を設定した。
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・代表Ｎ値 ：N=2

3・湿潤重量 ：表5-2-1より「軟らかいシルト」として1.4t/m

3→14.0kN/m

・せん断抵抗角：表5-2-1より見込まない。φ=0゜

・粘着力 ：土質推定式よりC=6N=6×2=12kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×2=1,400kN/m

＜沖積シルト3：am3＞

腐植物混じりシルト、シルトを一括した。表5-2-1および推定式などを参考に

して地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：N=3

3・湿潤重量 ：表5-2-1より「軟らかいシルト」として1.4t/m

3→14.0kN/m

・せん断抵抗角：表5-2-1より見込まない。φ=0゜

・粘着力 ：土質推定式よりC=6N=6×3=18kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×3=2,100kN/m

＜沖積砂礫2：ag2＞

亜円礫～亜角礫主体の砂礫層でシルト分含む。表5-2-1および推定式などを参

考にして地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：N=14

3 3・湿潤重量 ：表5-2-1より「密実でない礫」として1.8t/m →18kN/m

・せん断抵抗角：土質推定式より

φ=(15N)^0.5+15=(15×14)^0.5+15=29.4→29°

・粘着力 ：土質推定式よりC=0kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×14=9,800kN/m

＜洪積シルト1：Dm1＞

円礫を若干含むシルト主体層で半固結状を示す。表5-2-1および推定式などを

参考にして地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：N=11

3・湿潤重量 ：表5-2-1より「固いシルト」として1.7t/m

3→17.0kN/m
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・せん断抵抗角：表5-2-1より見込まない。φ=0゜

・粘着力 ：土質推定式よりC=6N=6×11=66kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×11=7,700kN/m

＜洪積砂礫1：Dg1＞

φ=2～7cm程度の円礫主体の砂礫層。半固結状を呈する。表5-2-1および推定

式などを参考にして地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：N=46

3 3・湿潤重量 ：表5-2-1より「密実な礫」として2.0t/m →20kN/m

・せん断抵抗角：土質推定式より

φ=(15N)^0.5+15=(15×46)^0.5+15=41.2→41°

・粘着力 ：土質推定式よりC=0kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×46=32,200kN/m

＜洪積砂礫2：Dg2＞

洪積砂礫中のN値の低い地層。全体に粘性の高いシルト分を多く含む。表5-2

-1および推定式などを参考にして地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：N=12

3 3・湿潤重量 ：表5-2-1より「密実でない礫」として1.8t/m →18kN/m

・せん断抵抗角：土質推定式より

φ=(15N)^0.5+15=(15×12)^0.5+15=28.4→28°

・粘着力 ：土質推定式よりC=0kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×12=8,400kN/m

＜洪積砂礫3：Dg3＞

全体によく締まった砂礫層で固結状を呈する。表5-2-1および推定式などを参

考にして地盤定数を設定した。

・代表Ｎ値 ：N=50

3 3・湿潤重量 ：表5-2-1より「密実な礫」として2.0t/m →20kN/m

・せん断抵抗角：土質推定式より

φ=(15N)^0.5+15=(15×50)^0.5+15=42.4→42°

・粘着力 ：土質推定式よりC=0kN/m とする。2

2・変形係数 ：土質推定式より E=700N=700×50=35,000kN/m
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5-3 支持層および基礎形式

(1)支持層

一般に構造物の支持層としては以下のように示されている。

砂層、砂れき層はN値が30程度以上あれば良質な支持層とみなしてよ

い。ただし、砂れき層ではれきをたたいてN値が過大にでる傾向があるの

で、支持層の決定には十分な注意が必要である。

出典：道路橋示方書・同解説Ⅰ共通編 Ⅳ下部構造編,社)日本道路協会,P250, (H14)

当該調査地においては、深度19.5m～22.95mに代表N=46を示す砂礫層が分布す

るものの層厚は3.45mであり、22.95～23.60mでN値が低下することから、支持層

としてはGL.-25.70m以深に分布するN=50以上の砂礫層が妥当であろうと判断さ

れる。

支持層 洪積砂礫3(Dg3)

(2)基礎形式

一般に、基礎形式の選定表は表5-3-2に示されている。当該調査地においては、

支持層深度はGL.-23.60mと深いことから、杭基礎が選定される。

基礎形式 杭基礎

杭基礎としては、表5-3-2に示すように、打ち込み杭、中堀り杭、場所打ち杭

などがあり、支持層までの状態、支持層の状態、地下水の状態などによって選

定される。

今回支持層深度はGL.-23.6mと深いものの、礫径が最大7cm程度であることを

考慮すると、中堀杭に準拠したセメントミルク工法による埋め込み杭が妥当と

考えられる。
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表5-3-1 基礎形式選定表

打込み 中掘り杭基礎 ｹー ｿﾝ
場所打ち杭基礎

直 杭基礎 PC・PHC 杭 鋼管杭 基 礎 鋼 地

基 礎 形 式 Ｒ Ｐ 鋼 コ コ リ オ 管 中
接 Ｃ ン ン オ 深 ニ

最 噴 ク 最 噴 ク ｜ ア ュ 矢 連
・ 終 出 リ 終 出 リ ル バ ｜ ｜ ｜

基 打 撹 ｜ 打 撹 ｜ ケ ス マ 板 壁
選 定 条 件 Ｃ Ｐ 管 撃 拌 ト 撃 拌 ト ド チ
ー

Ｈ 方 方 打 方 方 打 シ ｜ リ ッ プ 基 基
礎 Ｃ 法 法 設 法 法 設 ン ル ク

方 方 グ 礎 礎 礎
杭 杭 杭 法 法 ス ン

中間層に極軟弱層がある △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
支
持 中間層に極硬い層がある ○ × △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○ △ △ ○
層
ま 中間層 れき径 5cm以下 ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
で
の にれき れき径 5cm～10cm ○ × △ △ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○

地 状
態 がある れき径 10cm～50cm ○ × × × × × × × × × △ × × ○ ○ △ × △

液状化する地盤がある △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5m未満 ○ × × × × × × × × × × × × ○ × × × ×

支 5～15m △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △
盤 支 持

層 15～25m × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
持 の
深 25～40m × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

層 度
40～60m × × △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ × × △ ○ ○ ○

の
60m以上 × × × △ × × × × × × × △ × × × △ △ △

条 状
支持層 粘性土 (20≦N) ○ ○ ○ ○ ○ × △ ○ × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

態
の土質 砂・砂れき (30≦N) ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

傾斜が大きい (30程度以上) ○ × △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ △ △ △

支持層面の凹凸が激しい ○ △ △ ○ △ △ △ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○
件

地下水位が地表面近い △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○

地下水 湧 水 量 が 極 め て 多 い △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ × ○ ○ ○ △

の状態 地表より2m以上の被圧地下水 × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × △ △ ○ ×

地下水流速3 m / m i n以上 × ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ○ △ ○ ×

鉛直荷重が小さい(支間20m以下) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ × ×
構 荷

鉛直荷重が普通(支間20m～50m) ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
造 重

鉛直荷重が大きい(支間50m以上) ○ × △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○
物 規

鉛直荷重に比べ水平荷重が小さい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △
の 模

鉛直荷重に比べ水平荷重が小さい ○ × △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特
支持 支 持 杭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
性
形式 摩 擦 杭 ○ ○ ○ ○ ○ ○

水上 水 深 5 m 未 満 ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ × ○ △ × △ △ ○ ×

施 施工 推 進 5 m 以 上 × △ △ ○ △ △ △ △ △ △ × △ × × △ △ ○ ×

作 業 空 間 が 狭 い ○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ × △
工
斜 杭 の 施 工 △ ○ ○ × × × △ △ △ △ × × ×

条 有 害 ガ ス の 影 響 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

周辺 振 動 騒 音 対 策 ○ × × × △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
件
環境 隣接構造物に対する影響 ○ × × △ △ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ ○

○：適合性が高い △：適合性がある ×：適合性が低い

出 典 ： 道 路 橋 示 方 書 ・ 同 解 説 ， 社 団 法 人 日 本 道 路 協 会 ， P 5 4 4 ， ( H 1 4 )
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5-4 杭基礎における地盤の長期許容支持力

ここでは、参考までに既製杭によりセメントミルク工法を用いて施工した場合の、

先端支持杭の長期許容鉛直支持力を、国土交通省告示第1113号、静岡県建築構造

設計指針・同解説，2002年版に示す次式にしたがい試算する。

1) 算 定 式

Ra＝1/3［α･Ｎ･Ａp＋（10/3 Ｎs･Ｌs＋1/2･ｑu･Ｌc）ψ］・

ここに、

Ｒa ：杭の長期許容鉛直支持力 (kN）

α ：杭工法別係数 （表5-4-1に示す）

Ｎ ：杭先端N値で、既製杭では杭先端下方1Dと上方4Dの平均Ｎ値。

場所打ち杭では杭先端1Dと上方1Dの平均Ｎ値とする。

尚、各測定の実測N値が50を越える場合は50とする。杭先端付近でN値が急激に増

加する場合には、その地盤に50cmまたは杭径以上打ち込めば、先端N値をＮと読み

かえることができる。

Ap：杭先端の有効断面積 (m )
２

Ｎs：杭周辺地盤のうち砂質地盤のＮ値の平均 (回)

ただし、Ns≦30

Ls：杭周辺地盤のうち砂質地盤に接する長さの合計 (m)

ｑu：杭周辺地盤のうち粘性地盤の一軸圧縮強度の平均値

粘性土の平均Ｎ値Ncより、qu=12*Nc (kN/m ) qu=2c=2×6N=12Nより推定
２

ただし、qu≦200 （Nc≦16）

Ｌc：杭周辺地盤のうち粘性地盤に接する長さの合計 (m)

ψ：杭周長 (m)
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表5-4-1 工 法 別 係 数 一 覧 表

杭の工法種類 係 数 α

打ち込み杭 300

セメントミルク工法による埋込み杭 200

場所打ちコンクリート杭

杭径比 Ｌ／Ｄ≧１０ 150

中掘工法最終打撃杭 250

※プレボーリング最終打撃杭 200

プレボーリング埋め込み杭 150

場所打ちコンクリート杭
150(0.2+0.08L/D)

杭径比 Ｌ／Ｄ＜１０

認定工法杭 認定事項による

※ プレボーリングで最終のみ打撃を行う工法で、打撃長さが

杭径の5倍かつ2m以上の場合は、α＝250とすることができる。

2) 仮定条件 ： 洪積砂礫3(Dg3)を支持層とした場合

対 象 地 盤：B-No.1を対象地盤とする。

整 地 地 盤：現況地盤（GL）を整地地盤高さ（FL）とする。

支 持 層：GL-23.60m（FL-23.60）より分布する洪積砂礫3(Dg3)を支持層とする。

Ｎ 値：N=50 とする。

杭先端深度：杭先端をGL-24.60m（FL-24.60m）とする。

基礎底深度：FL-1.0mとする(フーチング下面)。

杭種・杭径 ：PHC杭 φ300，350，400 ㎜

杭 長：フーチング下 L=23.60m

杭施工工法：騒音・振動を考慮した、セメントミルク工法とする。

以下では、仮定条件にしたがい既成杭における鉛直支持力の試算を行う。
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3) 仮定条件より求まる長期許容鉛直支持力

a) 杭先端支持力 Ｒp

Ｒp ＝ α * Ｎ * Ａp

表5-4-2 杭先端支持力一覧表

杭 先 端 杭 径 Ａp Ｒp
α Ｎ

GL- (m) ( mm ) ( m ) ( kN )
２

300 0.0707 707.0

24.60 350 200 50 0.0962 962.0

400 0.1256 1256.0

b) 杭周面支持力 Ｒf

・砂質土 Ｒfs

Ｒfs ＝10/3 * Ｎs * Ｌs * ψ

表5-4-3 周面摩擦試算表 （砂質土）

杭先端GL-(m) 深度GL- (m) Ｎs Ｌs (m) 10/3*Ｎs*Ｌs

1.85～2.45 17 0.60 34

16.80～18.50 14 1.70 79

19.50～22.95 46 3.45 529

22.95～23.60 12 0.65 26

23.60～24.60 50 1.00 167

Σ 835

24.60

φ300mm → ψ ＝0.942 m → Ｒfs＝ 787 kN

φ350mm → ψ ＝1.099 m → Ｒfs＝ 918 kN

φ400mm → ψ ＝1.256 m → Ｒfs＝ 1049 kN
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・粘性土 Ｒfc
Ｒfc ＝ qu/2 * Ｎc * Ｌc * ψ

表5-4-4 周面摩擦試算表 （粘性土）

杭先端GL-(m) 深度 GL- (m) Ｎc Ｌc (m) 12/2*Ｎc*Ｌc

1.00～1.85 3 0.85 15.3

2.45～4.50 3 2.05 36.9

4.50～10.50 2 6.00 72.0

10.50～16.80 3 1.70 30.6

18.50～19.50 11 1.00 66.0

Σ 220.8

7.00

φ300mm → ψ ＝0.942 m → Ｒfc＝ 208.0 kN

φ350mm → ψ ＝1.099 m → Ｒfc＝ 242.7 kN

φ400mm → ψ ＝1.256 m → Ｒfc＝ 277.3 kN

c) 地盤より定まる杭の長期許容鉛直支持力Ｒa

a)、b)の計算結果を基に、地盤条件より求まる杭の長期許容鉛直支持力を次表に総

括する。

表5-4-5 地盤より定まる杭の長期許容鉛直支持力 Ｒa

杭先端 砂質土 粘性土

杭先端 杭 径 支持力 摩擦力 摩擦力 長期許容支持力 Ra

GL-(m) (mm) ( kN ) ( kN ) ( kN ) ( kN )

φ300 707.0 787 208.0 567

24.60 φ350 962.0 918 242.7 708

φ400 1256.0 1049 277.3 861

表5-4-5より支持層を洪積砂礫3(Dg3)，杭先端をGL-24.60mとした場合、杭径

φ300で長期許容支持力は、Ra=567kNとなる。

なお、設計時には地震時や短杭，水平力も考慮した詳細な検討も必要となる。
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5-5 設計施工上の留意点

(1)地質および支持地盤、施工性について

当該調査地においては地質的に沖積シルト1(am1)、沖積砂礫1(ag1)、沖積シ

ルト2(am2)、腐植土(pt)、沖積シルト3(am3)、沖積砂礫2(ag2)、洪積シルト1

(Dm1)、洪積砂礫1(Dg1)、洪積砂礫2(Dg2)、洪積砂礫3(Dg3)によって構成されて

いる。

このうち支持層としては、再下部に分布する洪積砂礫3(Dg3)が対象となる。

Dg1においてもN=46を示し、中間支持層としての可能性もあるが、N値の低いDg

2の分布形状によっては支持層厚が薄くなることも考えられることから、支持層

対象層としてはDg3とすべきであると考えられる。

基礎形式としては、計画建物に対しては杭基礎が選定される。沖積層におい

ては若干の砂礫層も認められるが層厚が薄く、施工的には比較的問題は少ない

ものと考えられる。Dg1においてはN値も高く若干礫径も大きくなることから、

機種の選定などには留意が必要である。

また、ボーリング掘削中においては泥水などの逸水はほとんど認められない

ことから、セメントミルク工法においてもセメントミルクの逸水は少ないもの

と考えられる。
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(2)液状化について

一般に地下水位よりも下にあって、GL.-20mよりも浅い深度における砂層、砂

礫層は液状化する懸念がある。特にN値が低い場合にはさらに液状化傾向がある

と言われている。

今回の調査においては、地下水位はGL.-1.48mに認められ、GL.-20m以浅にお

けるN値の低い砂礫層が2層存在する。

GL.- 1.85～ 2.45m 沖積砂礫1(ag1) N=17

GL.-16.80～18.50m 沖積砂礫2(ag2) N=11

いずれも粒度試験などは実施していないものの、液状化する可能性が高いと

考えられる。

今後、土質試験(粒度試験など)を実施して液状化を検討することが望まれる。

(3)圧密沈下

調査地は緑地公園として今後造成する計画であり、計画建物周辺における盛

土も検討されていると考えられる。今回計画建物に対するボーリング調査を実

施して地質状況を把握した結果、将来沈下が懸念される沖積の軟弱層(am1,am2,

am3,pt)が認められた。このうち、特に腐植土(pt)は、土壌分が比較的少ないこ

とから沈下する可能性が大きい。

今後、地盤沈下と建物周辺地盤との間に隙間も発生する可能性もあることか

ら、圧密試験などの力学試験を中心とした土質試験が必要と判断される。

なお、造成盛土の際には試験盛り土を兼ねてプレロードを行うなどの対策が

望まれるところである。

(4)施工時期について

調査地は、麻機遊水池の河川区域内にあり豪雨時には表流水の貯留域として

の機能を果たす目的で整備されている。

調査時点においては地下水はGL.-1.48mにあるものの豪雨時には地下水はさら

に上昇するものと考えられる。

計画建物および周辺整備の造成時期には十分注意して乾期における施工が大

切であると考えられる。
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(5)地盤の透水性について

あさはた緑地公園内における水道施設として地下水の利用が考えられる。今

回調査においては、透水試験などは実施していないものの、ボーリング掘削中

には逸水傾向は見られず透水性は低いものと考えられる。

一般に透水性の高い地層としては、粒度の大きい砂礫層が対象となる。今回

の調査においては、

沖積砂礫1(ag1) 沖積砂礫2(ag2)

洪積砂礫1(Dg1) 洪積砂礫2(Dg2) 洪積砂礫3(Dg3)

が砂礫層として挙げられる。

このうち、沖積砂礫1(ag1)は、比較的地下水が流動している可能性はあるも

のの、1.85～2.45mと浅く周辺表層部の影響を受けやすいことから、利用するに

は難がある。

沖積砂礫2(ag2)は、一部含水も高いことから地下水の流動性は比較的高いと

考えられるものの、ボーリングでは逸水傾向は見られなかった。また、層厚1.

70m程度であり取水水量は比較的少ないものと考えられる。また、上下にシルト

層が存在していることから水質的にも懸念される。

洪積砂礫1(Dg1)、洪積砂礫2(Dg2)、洪積砂礫3(Dg3)は、ボーリング掘削時に

おける逸水傾向は見られず、全体に固結状態にあることから取水水量は少ない

可能性がある。なお、GL.-22.95～23.60m付近はN値が低いもののシルト分が多

いことが要因であり、地下水の流動性は低いと考えられる。

今回の調査においては、水文的な調査は実施しておらず、地質状況からの判

断をおこなった。

今後、公園利用水の確保として地下水を対象とする場合には、揚水試験など

を実施して揚水量や水質などの詳細調査を実施する必要がある。その際には、

沖積砂礫(ag1、ag2)などは層厚も薄いことから、調査対象としては

GL.-19.50m以深のの砂礫層(Dg1,Dg2,Dg3)

が挙げられる。
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5-6 今後の調査計画

今回調査においての問題点と今後の調査計画を以下に示す。

1)ボーリング調査

現段階においては詳細な計画建物の配置が不明瞭である。今回の調査は谷の

中心部で実施したが少なくとも計画建物の両サイドでも調査する必要がある。

また、以下の土質試験試料採取も併せて行う必要がある。

ボーリング掘削 L=29m*2本=38m

標準貫入試験 29回*2本=38回

2)液状化検討

支持層はGL.-23.60m以深にあり杭基礎が選定される。20m以浅にはN値の低い

砂礫層が存在しており、地下水も高いことからこれらの砂礫層において液状化

が懸念される。

土質試験 土粒子の密度試験 2試料

粒度試験(フルイ・沈降) 2試料

3)盛土造成の際の沈下

計画建物周辺の造成について、盛土を実施した場合には下位のシルト、腐植

土などに沈下が生じる可能性が大きい。その際には計画建物と周辺地盤との間

で段差などが発生することが考えられる。したがって軟弱地盤おける圧密特性

を把握する必要がある。

土質試験 圧密試験 4試料

一軸圧縮試験 4試料

4)揚水試験

公園施設内における利用水として地下水を対象とする場合には調査が必要と

なる。今回調査において全体に透水性は低いと考えられるものの、仮に取水可

能であれば有効性は大きいと考えられる。対象層は水質的に懸念が少ないと考

えられるGL.-19.50以深の洪積砂礫層が挙げられる。

・井戸設置

試験井戸掘削 L=50m 掘削口径φ100mm

保孔管設置 VP75 L=50.5m
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・揚水試験

段階揚水試験 1式

連続揚水試験 1式

電気検層 1式

水質試験 1式

今後の調査計画一覧

調査種 調査数量

ボーリング掘削 L=29m*2本=38m

標準貫入試験 29回*2本=38回

土質試験 物理試験

土粒子の密度試験 2試料

粒度試験(フルイ・沈降) 2試料

力学試験

圧密試験 4試料

一軸圧縮試験 4試料

・井戸設置 試験井戸掘削 L=50m 掘削口径φ100mm

保孔管設置(VP75) L=50.5m

・揚水試験 段階揚水試験 1式

連続揚水試験 1式

電気検層 1式

水質試験 1式
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＜巻末資料＞

・ボーリング柱状図

・写 真

現場写真

試料写真

＜付 図＞

・地質断面図(S=1:100)
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・ボーリング柱状図
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